
令和５年度第６６回近畿高等学校ハンドボール選手権大会実施要項 

 
１ 主  催 近畿高等学校体育連盟・滋賀県教育委員会・大津市教育委員会 

２ 後  援 近畿ハンドボール協会・滋賀県ハンドボール協会 

３ 主  管 滋賀県高等学校体育連盟ハンドボール専門部 

４ 期  日 令和５年７月１５日（土）・１６日（日）・１７日（月） 

５ 会  場 ウカルちゃんアリーナ（大津市におの浜）、滋賀ダイハツアリーナ（大津市大江）           

６ 申込方法 （１）用  紙  所定の用紙Ａ４で１部提出 

              （２）送 り 先  各府県の高体連ハンドボール専門部専門委員長（併せて電子データを yokoyama-daisuke-1792@pref-shiga.ed.jpまで送信すること） 

              （３）締切期日  令和５年６月２０日（火）必着のこと 

             （４）参 加 料  １チーム ３０，０００円（申し込み用紙と同時に振込のこと） 

７ 出場校数   

 
 

 

８ 参加資格  

       （１）選手は学校教育法第１条に規定する高等学校に在籍する生徒であること。   

              （２）選手は各府県高等学校体育連盟に加盟している高等学校の生徒で、当該競技要項により近畿大会の出場資格を得た者に限る。 

              （３）各府県ハンドボール協会を経て、公益財団法人 日本ハンドボール協会に加盟登録されたチーム。 

              （４）年齢制限は平成１７年４月２日以降に生まれた者とする。ただし、出場は同一競技３回までとし、同一学年での出場は１回限りとする。 

              （５）チームを編成する場合は、全日制課程・定時制課程・通信制課程の生徒による混成チームは認めない。 

              （６）統廃合の対象となる学校については、当該校を含む合同チームによる大会参加を認める。 

              （７）全国高等学校体育連盟が定める「部員不足を伴う複数校合同チーム参加規程」により各府県の予選に参加した複数校合同チームの参加を認める。 

（８）専門部が定める「転校後６ヶ月未満の生徒の参加は認めない。（外国人留学生もこれに準じる）ただし一家転住等やむを得ない理由による場合 

は、府県高等学校体育連盟会長の許可があればこの限りではない。 

              （９）出場する選手はあらかじめ健康診断を受け、在学する学校長の許可を得ること。 

              （10）外国人留学生の参加については、大会登録選手２０名の内２名までとし、競技出場は７名中１名までとする。 

        《大会参加資格の別途に定める規定》 

              Ⅰ 学校教育法第７２条、１１５条、１２４条、１３４条の学校に在籍し、府県高等学校体育連盟の大会に参加を認められた生徒であること。 

         Ⅱ 以下の条件を具備すること 

                （１）大会参加資格を認める条件 

                     ア 近畿高等学校体育連盟の目的及び永年にわたる活動を理解し、それを尊重すること。 

                     イ 参加を希望する専修学校及び各種学校にあっては、年齢、就業年限ともに高等学校と一致していること。また連携校の生徒による混成 

は認めない。 

                     ウ 各学校にあっては、府県高等学校体育連盟の予選会から出場が認められ、近畿大会への出場条件が満たされていること。 

                     エ 各学校にあっては、部活動が教育活動の一環として日常継続的に責任ある顧問教員の指導のもとに適切に行われており、部活動時間等 

が高等学校に比べ著しく均衡を失していず、運営が適切であること。 

                （２）大会参加に際し守るべき条件     

                     ア 近畿高等学校ハンドボール選手権大会実施要項を遵守し、大会申し合わせ事項等に従うとともに、大会の円滑な運営に協力すること。 

イ 大会参加に際しては責任ある教員が引率するとともに、万一の事故の発生に備えて万全の事故対策を講じておくこと。 

                    ウ 大会開催に要する経費については、応分の負担をすること。 

９ 試合規定 ２０２３年度公益財団法人日本ハンドボール協会競技規則による。ただし、試合時間は全試合２５分ハーフとし、時間内に勝敗が決まらない場合には、

決勝戦のみ第２延長まで行い、他は第１延長までとする。さらに勝敗が決定しない場合は７メートルスローコンテスト（５人制）を行う。延長戦は５分

ハーフとする。 

10 試合方法 （１）試合方法はトーナメント（勝抜戦）により１位を決定する。尚、３位決定戦は行わず両チーム３位とする。 

    及び表彰  （２）第１位に表彰状・記念品、第２位・第３位に表彰状を授与する。         

              （３）優秀選手（ベスト７）を選考し、表彰状・メダルを授与する。 

11 参加人員 １チームの編成は、役員４名（引率責任者を含む）と、選手２０名以内とする。ただし、試合エントリーは１６名編成とする。（ベンチには役員４名 

と選手１６名とする）[ベンチ入りに際して役員４名及び選手は、日本ハンドボール協会に登録され、大会申込書及びプログラムに記載された者である

こと。なおかつ日本協会登録証を持っていることとする。] 

12 審判会議 令和５年７月１５日（土）午前９時００分から滋賀県立武道館大会議室で行う。 

13 代 表 者 令和５年７月１５日（土）午前１０時００分から滋賀県立武道館大会議室で行う。 

会  議 チーム責任者１名、部員1名は必ず参加すること。 

14 開 始 式 令和５年７月１５日（土）代表者会議終了後に引き続いて実施する。(男女前年度優勝校生徒各１名・男女開催府県優勝校生徒各１名は必ず参加するこ

と。ﾁｰﾑｼﾞｬｰｼﾞ･ﾎﾟﾛｼｬﾂ可。) 

15  閉 会 式  令和５年７月１７日（月）試合終了後すぐに試合会場で行う。直前の試合に出場した監督・選手・マネージャーは全員整列すること。 

16 抽  選 令和５年６月２２日（木）近畿高等学校体育連盟ハンドボール専門部理事会で行う。 

17 試 合 球 公益財団法人 日本ハンドボール協会検定球（カラー人工皮革球） 

18 そ の 他 （１）宿泊については別途定める。 

       （２）各会場の駐車スペースには限りがあります。（満車の場合は最寄りの有料駐車場をご利用ください。） 

              （３）競技中の負傷について、応急処置は実施するが、それ以外の責任は負わない。 

              （４）体育館内での松ヤニ・粘着スプレーの使用は禁止。両面テープのみ可。 

              （５）各体育館の開館時間は、原則として午前８時３０分とする。 

              （６）各試合前に、役員及び選手は、日本協会登録証を提示すること。 

       （７）本大会において裁定委員会を設置する。 

 滋 賀 奈 良 和歌山 大 阪 兵 庫 京 都 計 

男 子 ４ ４ ３ ５ ４ ４ ２４ 

女 子 ４ ４ ３ ５ ４ ４ ２４ 


